

































TGTがあり,更に温度が下ると大きなヒステリシスが出現する温度 TATがあるo この TGT と
㌔ T の存在は,先に述べたS-K理論をノ､イゼンベルグ系に拡張した Gabay-Toulouseの理論
でうまく説明出来るのでGT理論の信悪性を高めたが,実測されるTGTがこの理論で予測され
る温度より遥かに高いのが問題である｡ このリエントラントスピングラスの原因は無秩序系の
磁性の面白い今後の研究テーマと考えて良いのであろう｡ なお詳しくは筆者による解説 *に記
述されている｡
* 石川義和,固体物理20(1985),229. "濃度ランダム系のスピングラス"
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